
長崎市庁舎ＺＥＢ化の概要
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長

崎

市

庁

舎

は

、

出

力

約

４

５

０

㌔

㍗

の

ガ

ス

エ

ン

ジ

ン

・

コ

ー

ジ

ェ

ネ

レ

ー

シ

ョ

ン

、

ガ

ス

空

調

、

ガ

ス

給

湯

器

な

ど

を

備

え

、

断

熱

性

能

を

高

め

て

設

計

一

次

エ

ネ

ル

ギ

ー

消

費

量

を

�

％

以

上

削

減

し

「

Ｚ

Ｅ

Ｂ

　

Ｒ

ｅ

ａ

ｄ

ｙ

（

レ

デ

ィ

）

」

に

認

定

さ

れ

た

。

「

人

と

環

境

に

優

し

い

庁

舎

」

を

目

指

し

、

か

つ

市

が

温

暖

化

対

策

の

先

頭

に

立

つ

こ

と

を

目

的

に

、

省

エ

ネ

、

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

な

ど

の

対

策

を

積

み

上

げ

、

「

ガ

ス

で

Ｚ

Ｅ

Ｂ

化

」

を

果

た

し

た

。

コージェネを設置した長崎市庁舎

　

長

崎

市

庁

舎

は

、

２

０

２

２

年

の

新

幹

線

開

通

で

新

し

い

玄

関

口

と

な

っ

た

Ｊ

Ｒ

長

崎

駅

周

辺

や

中

華

街

な

ど

の

観

光

ス

ポ

ッ

ト

に

ア

ク

セ

ス

の

良

い

路

面

電

車

の

電

停

か

ら

す

ぐ

。

高

層

ビ

ル

の

少

な

い

同

市

の

ラ

ン

ド

マ

ー

ク

と

な

り

、

一

般

開

放

さ

れ

た

屋

上

・

展

望

フ

ロ

ア

は

、

新

た

な

観

光

ス

ポ

ッ

ト

で

も

あ

る

。

　

旧

庁

舎

は

築

�

年

以

上

経

ち

、

耐

震

性

能

確

保

の

た

め

建

て

替

え

を

決

断

。

分

散

し

て

い

た

市

役

所

機

能

集

約

、

バ

リ

ア

フ

リ

ー

化

な

ど

も

考

慮

し

、

老

朽

化

し

た

長

崎

市

公

会

堂

の

解

体

跡

地

に

新

庁

舎

を

建

設

す

る

こ

と

に

し

た

。

　

「

�

年

に

策

定

し

た

新

庁

舎

建

設

基

本

計

画

の

『

目

指

す

べ

き

姿

』

の

一

つ

に

、

人

と

環

境

に

や

さ

し

い

庁

舎

を

位

置

付

け

た

。

新

庁

舎

は

市

民

や

事

業

者

の

先

頭

に

立

っ

て

温

暖

化

対

策

を

率

先

し

再

エ

ネ

導

入

促

進

、

省

エ

ネ

推

進

の

シ

ン

ボ

ル

と

な

る

こ

と

を

目

指

し

た

」

（

松

本

一

樹

長

崎

市

企

画

財

政

部

大

型

事

業

推

進

室

主

事

）

と

振

り

返

る

。

　

設

計

で

は

、

ま

ず

庁

舎

の

省

エ

ネ

性

能

高

度

化

を

図

っ

た

。

躯

体

側

で

は

外

皮

断

熱

の

工

夫

や

Ｌ

ｏ

ｗ

―

Ｅ

複

層

ガ

ラ

ス

の

採

用

、

設

備

側

で

は

外

気

導

入

量

の

適

正

化

や

照

明

照

度

の

低

減

、

コ

ー

ジ

ェ

ネ

導

入

な

ど

を

行

っ

た

。

　

外

観

的

特

徴

は

１

フ

ロ

ア

当

た

り

水

平

に

３

本

の

梁

と

約

３

㍍

間

隔

の

柱

に

よ

る

格

子

状

の

構

造

フ

レ

ー

ム

の

中

に

窓

を

設

け

た

外

皮

部

だ

。

フ

レ

ー

ム

の

一

部

に

は

Ｃ

Ｌ

Ｔ

（

直

交

集

成

板

）

を

設

置

し

断

熱

性

と

耐

震

ひ

さ

し

性

を

向

上

。

格

子

が

庇

と

な

り

、

直

達

日

射

を

遮

蔽

し

つ

つ

、

上

面

で

反

射

し

た

自

然

光

を

室

内

へ

取

り

込

む

「

ラ

イ

ト

シ

ェ

ル

フ

」

の

役

割

を

果

た

し

、

採

光

性

を

ア

ッ

プ

。

照

明

照

度

低

減

に

つ

な

が

っ

た

。

執

務

室

天

井

に

は

、

冷

温

風

の

送

風

で

は

な

く

、

冷

温

水

を

パ

イ

プ

で

巡

ふ

く

し

ゃ

ら

せ

る

輻

射

型

の

パ

ネ

ル

を

設

置

し

ド

ラ

フ

ト

を

感

じ

さ

せ

な

い

空

調

を

実

現

し

た

。

　

こ

う

し

た

積

み

重

ね

の

省

エ

ネ

は

、

プ

ロ

ポ

ー

ザ

ル

公

募

に

よ

っ

て

設

計

を

受

注

し

た

山

下

設

計

が

検

討

し

た

。

「

照

度

が

必

要

な

ら

手

元

の

タ

ス

ク

ラ

イ

ト

で

調

節

し

て

も

ら

う

。

Ｏ

Ａ

コ

ン

セ

ン

ト

等

の

室

内

負

荷

は

、

パ

ソ

コ

ン

な

ど

一

昔

の

機

器

に

比

べ

て

電

力

消

費

量

も

発

熱

量

も

格

段

に

下

が

っ

て

い

る

の

で

負

荷

計

算

の

適

正

化

を

図

っ

た

。

人

の

移

動

や

同

時

使

用

率

を

考

慮

し

て

外

気

導

入

量

を

合

理

化

、

空

調

容

量

削

減

に

も

繋

げ

た

。

や

る

べ

き

こ

と

を

積

み

重

ね

て

Ｚ

Ｅ

Ｂ

レ

デ

ィ

化

で

き

た

」

（

中

澤

大

山

下

設

計

機

械

設

備

設

計

部

副

グ

ル

ー

プ

長

）

と

説

明

す

る

。

　

冷

温

水

は

コ

ー

ジ

ェ

ネ

排

熱

を

使

う

排

熱

投

入

型

吸

収

冷

温

水

機

５

２

８

㌔

㍗

×

２

台

、

空

冷

式

ヒ

ー

ト

ポ

ン

プ

チ

ラ

ー

で

送

る

。

チ

ラ

ー

は

低

負

荷

時

部

分

負

荷

運

転

に

対

応

を

行

い

、

ガ

ス

対

電

気

の

比

率

は

７

対

３

。

ほ

か

に

潜

熱

回

収

型

ガ

ス

給

湯

器

（

１

０

０

号

１

台

と

�

号

１

台

）

も

使

用

す

る

。

　

ガ

ス

を

多

用

す

る

の

は

、

レ

ジ

リ

エ

ン

ス

強

化

の

た

め

だ

。

電

力

は

２

回

線

、

都

市

ガ

ス

は

中

圧

ガ

ス

供

給

で

引

き

込

み

。

停

電

の

際

も

コ

ー

ジ

ェ

ネ

と

Ａ

重

油

の

非

常

用

発

電

機

が

稼

働

、

災

害

時

の

対

応

拠

点

の

機

能

を

維

持

す

る

。

太

陽

光

発

電

�

㌔

㍗

で

災

害

等

の

停

電

時

に

は

、

１

階

エ

ン

ト

ラ

ン

ス

ホ

ー

ル

へ

給

電

し

、

コ

ン

セ

ン

ト

利

用

を

可

能

と

し

て

い

る

。

　

万

が

一

の

水

害

へ

の

備

え

と

し

て

、

コ

ー

ジ

ェ

ネ

・

受

変

電

な

ど

の

設

備

を

設

置

す

る

機

械

室

は

６

階

と

最

上

階

の

�

階

に

分

散

設

置

。

将

来

の

設

備

更

新

時

に

作

業

し

や

す

い

よ

う

、

十

分

ス

ペ

ー

ス

を

取

っ

た

。

「

１

階

床

下

に

防

災

備

蓄

倉

庫

を

備

え

、

大

規

模

災

害

時

に

は

市

民

等

の

一

時

避

難

受

け

入

れ

を

行

う

こ

と

も

想

定

し

て

い

る

。

地

下

水

利

用

も

で

き

る

」

（

松

本

主

事

）

と

話

す

。

「

一

つ

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

源

に

集

中

す

る

と

ロ

バ

ス

ト

性

（

外

部

影

響

を

受

け

に

く

い

性

質

）

が

確

保

で

き

る

か

疑

問

。

ガ

ス

と

電

気

を

併

用

す

る

考

え

は

最

初

か

ら

一

貫

し

て

い

た

」

（

長

崎

市

建

築

部

設

備

課

井

﨑

伸

二

課

長

）

と

い

う

。

　

「

計

画

当

初

は

、

ま

だ

Ｚ

Ｅ

Ｂ

化

を

意

識

し

て

な

か

っ

た

が

、

自

治

体

で

も

取

得

事

例

が

出

て

、

山

下

設

計

か

ら

の

提

案

し

ゅ

ん

こ

う

も

あ

り

竣

工

時

に

認

証

を

受

け

、

Ｐ

Ｒ

に

も

繋

が

っ

た

。

今

後

の

施

設

で

も

市

民

等

に

率

先

し

た

温

暖

化

対

策

と

の

観

点

で

対

応

を

考

え

た

い

」

（

井

﨑

課

長

）

と

話

す

。

　

　

Ｂ

Ｃ

Ｐ

を

重

視

し

つ

つ

、

カ

ー

ボ

ン

ニ

ュ

ー

ト

ラ

ル

（

Ｃ

Ｎ

）

と

地

域

産

業

活

性

化

へ

の

取

り

組

み

も

行

っ

て

い

る

。

Ｃ

Ｌ

Ｔ

は

県

産

材

を

使

い

、

林

業

の

振

興

と

炭

素

固

定

効

果

も

狙

っ

て

い

る

。

電

力

は

市

の

清

掃

工

場

や

太

陽

光

発

電

な

ど

を

電

源

と

す

る

市

出

資

の

新

電

力

か

ら

再

エ

ネ

電

気

を

購

入

。

ガ

ス

は

西

部

ガ

ス

長

崎

か

ら

Ｃ

Ｎ

都

市

ガ

ス

を

購

入

す

る

。

　

「

当

市

は

�

年

に

、

隣

接

す

る

長

与

町

、

時

津

町

と

共

同

で

ゼ

ロ

カ

ー

ボ

ン

シ

テ

ィ

を

宣

言

し

た

。

実

現

の

た

め

の

施

策

の

一

つ

と

し

て

『

�

年

度

ま

で

に

新

築

住

宅

の

う

ち

Ｚ

Ｅ

Ｈ

（

ネ

ッ

ト

・

ゼ

ロ

エ

ネ

ル

ギ

ー

住

宅

）

基

準

（

Ｚ

Ｅ

Ｈ

、

Ｎ

ｅ

ａ

ｒ

ｌ

ｙ

　

Ｚ

Ｅ

Ｈ

、

Ｚ

Ｅ

Ｈ

　

Ｏ

ｒ

ｉ

ｅ

ｎ

ｔ

ｅ

ｄ

）

の

省

エ

ネ

性

能

に

適

合

す

る

住

宅

の

割

合

を

�

％

以

上

に

す

る

』

と

い

う

高

い

目

標

を

掲

げ

た

。

市

の

公

共

施

設

で

も

引

き

続

き

取

り

組

み

を

進

め

た

い

」

（

環

境

部

ゼ

ロ

カ

ー

ボ

ン

シ

テ

ィ

推

進

室

浜

辺

智

彰

氏

）

と

意

気

込

む

。


